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②
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④

具体的な取組目標

　

※ １　中長期計画等を策定している場合，計画に盛込まれている目標等を記載してください。
２　中長期計画等を策定していない法人で，毎年度の目標等を設定している場合は，その目標等を記載
　　してください。
３　毎年度の目標等を設定していない場合は，法人の活動が具体的に数値として表れるものを記載して
　　ください。
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所 管 課たまやま振興　株式会社

設 立 年 月 日

千円
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宿泊事業

クアハウス（入浴）事業

食工房事業（4工房）

郷土食販売事業　　　　⑤産直売店事業　　　　⑥地場産品・特産品の開発

　　農村資源を活用した都市との交流を推進し，地域の活性化を図ると共に市民の保養と憩いの場として心身
の健全化に向けて，利用促進を図る
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２ 法人の経営内容の詳細

(1) 目的適合性（公益性）

３

・評価コメント

出資法人

[　現状と課題　]
　当法人が指定管理者となり運営している盛岡市総合交流ターミナルは，農業資源を活用した都市
との交流促進を図るため，また村内に本格的な宿泊施設がなかったことから宿泊機能も併せ持つ
施設として建設されており，当法人はこの施設の維持管理運営を行うため旧玉山村が中心となり設
立されたものである。
　従って当法人は施設の建設目的に沿うべく，市民等の交流の場としてのクアハウス運営，農産品
展示販売や農業者との交流の場としての産直運営，地産地消や地域農産物によるメニューの提供
を行う郷土食コーナーや宴席の提供，さらには食工房の運営と工房体験，農業体験機会として貸し
農園運営やそば体験（種まきや手打ちそば体験）機会の提供，農村に親しんでいただく一環として
の赤そばによる風景の提供を行ってきているほか，生出地域の優れた自然や景観の象徴とされて
いる生出湧水に至る遊歩道の手入れを継続して行ってきているところである。
　以上のように施設の設置目的に沿った事業を法人として継続しているところであるが，施設のマン
ネリ化や周辺の温泉施設との競合，景気低迷による宿泊への影響（団体客，連泊，遠方からの客
の減少）等による来場者数の漸減傾向が継続し，収支の悪化を招くとともに人的及び財務面で十分
な企画・営業対策をとることができないでいる。このため，これまで継続して実施している事業の改
善や新規趣向の導入，グリーンツーリズム事業の本格的導入等による都市との交流の推進を図る
とともに，収支面での改善につなげたいと考えておりこれらの具体的な実施が課題と認識している。

目的適合性（公益性）について総括的に評価し，課題が生じている場合，その解決のためにどのような方策を講じるかに
ついて記載してください。また，法人に対する所管課としての評価及び関与のあり方について記載してください。

盛岡市総合計画やその他の部門別計画において，法人の役割が規定され
ている。

○

10
盛岡市総合計画やその他の部門別計画において，法人が実施する事業の
施策上の役割，方向が規定されている。

○

市の施
策推進
におけ
る役割

8 法人の活動は，関連する市の政策，施策に結びついている。 ○

9

合計 6 4

○

２ 代替性
5

民間等(株式会社の場合，他の事業者等）において，代替が可能な類似の
事業が行われていない。

○

6 現在の事業量は，最大時の事業量と比べて著しく減少していない。 ○

7
法人が事業を廃止すると，事業の実施する事業者がまったくなくなり，市民
が不利益を被る。

○

○

4

項目 番号 質問
チェック欄

はい いいえ

法人を取り巻く社会経済状況は，設立当初から大きな変化はない。 ○

１
○

2

3
現在の社会経済情勢の下でも，法人の設立目的や事業には公益性が認
められる。

設立目
的 1 法人は，設立目的に沿った活動を行っている。

全ての事業内容が，設立目的または趣旨にしたがって展開されている。



出資法人

[　方　策　]
　当社は，盛岡市をはじめ農業関係団体などの出資により設立された株式会社であり，その存在意
義は｢盛岡市総合交流ターミナル｣の持つポテンシャルを最大限に活かしつつ，都市との交流促進
業務を展開することで地域活性化に貢献することであり，その結果として当社が地域や地元から支
持していただけることにつながると認識している。
　当社設立後相当の年数が経過し経営環境もなお厳しい状況にあることから，この際基本に立ち返
り，経営会議や従業員の個人面談等を実施し社員個々の意識改革を図るとともに，当社の存在意
義を再認識する機会を設けることとする。
　また，各事業部門ごとに改善点を洗い出し，現在有している経営資源で対応可能な改善策に早急
に取り組むほか，新たな農業体験メニューや貸し農園事業の拡大，教育学習旅行の受け入れな
ど，恵まれたグリーンツーリズム要素を最大限活かしながら，市民の休養の場としても良好なサービ
スの提供に努めてまいりたい。
　なお，生出地域エコタウン事業等で盛岡市が計画している諸事業との連携を図り，施設の維持管
理や運営向上に高い効果が得られるよう努めたい。
 

所管課

[　評価及び関与のあり方　]
　法人は，施設の設置目的に沿って事業を展開してきており，特にクアハウス，産直，郷土食は，地
域住民をはじめとした市民が多く利用しており，都市と農村の交流の場としての活用を図ってきた姿
勢は評価できるものである。しかし一方では，当該施設を取り巻く社会的，経済的環境の変化や利
用者ニーズの多様化に十分対応しきれておらず，加えて慢性的な赤字経営体質から脱却できてい
ない現状を鑑みれば，求められる公益性を十分発揮しているとは言いがたい状況にある。
　従って，今後の取組次第では会社の存亡を左右する重要局面であるという危機感を共有し，あら
ゆる手段を講じなければならないと考える。
　具体的には，施設周辺農家や牧場の支援を得た農業体験のプログラム策定，農家や農村風景探
訪，自然や風景を楽しむコースづくり，さらには地元食材を活かしたメニュー開発を継続するととも
に，これらの情報発信を強化して利用者の増加につながるよう指導してまいりたい。
　なお，このような農村資源を活用した総合的な取組を本格的に実施することにより，「たまやま振
興株式会社」の存在価値が一層高まるものと認識している。
　



(2) 計画性

・評価コメント

出資法人

[　現状と課題　]
　当社の設立は，指定管理施設開設時期と同時期であり間もなく設立20年を迎える。この間，社会
経済情勢の変化や施設設備の老朽化等により経営環境が厳しいものとなり，来場者の漸減傾向と
売上の減少が同時進行してきたため，その対策として職員の人数削減や賃金カット，光熱水費・燃
料費の節減を中心とした経費節減のほか，入浴料の値上げ，宿泊料金や食事料金の見直し等と併
せ，各種ＰＲ活動を積極的に行うなど売上の増加を図る方策にも取り組んできたところである。
　しかし，いずれも中長期の経営計画が存在していなかったため，場当たり的な対応に終始し根本
的な解決につながっていないことが大きな問題であると認識している。

合計 13 5

計画性について総括的に評価し，課題が生じている場合，その解決のためにどのような方策を講じるかについて記載し
てください。また，法人に対する所管課としての関与のあり方について記載してください。

４ 経営環
境の把
握

17 法人の経営資源の長所，短所を把握し，法人の活動に反映させている。 ○

18
外部経営環境（事業に関わる社会経済の動向・法令等の動きなど）を把握
している。

○

３ 年次事
業計画 12 年次ごとの事業計画を策定している。 ○

15
年次事業計画と実績についての分析結果を経営陣に報告し，議論する仕
組みがある。 ○

16
年次事業計画と実績についての分析結果に基づき，具体的な業務の改善
策を実施している。 ○

13
年次事業計画と実績について分析し，分析結果を次年度以降の事業計画
や中長期経営計画に適切に反映させる仕組みとなっている。 ○

14 年次事業計画と実績についての分析は，半期以内のサイクルで行っている。 ○

２ 中長期
経営計
画

7 具体的な指標に基づく中長期経営計画を策定している。 ○

8 中長期経営計画と実績についての分析は，半期以内のサイクルで行っている。 ○

11
中長期経営計画と実績についての分析結果に基づき，計画を達成するた
めの具体的な業務の改善策を実施している。

○

○

9
中長期経営計画と実績についての分析結果を経営陣に報告し，分析結果
に基づき業務改善を議論する仕組みがある。

○

10
中長期経営計画と実績についての分析結果を中長期計画の見直しに反映
させている。

○

１ 経営基
本方針 1 経営基本方針を策定している。 ○

2 経営基本方針の内容は，簡潔明瞭である。 ○

5 経営基本方針は，全ての役職員に浸透している。 ○

6 全ての役職員が，経営基本方針に従った行動をとっている。 ○

3 経営基本方針には，法人の存在理由が規定されている。 ○

4 経営基本方針について，経営陣が全ての役職員に周知している。

項目 番号 質問
チェック欄

はい いいえ



出資法人

[　方　策　]
　長期的及び戦略的観点からの経営改善が必要であり，外部の専門的知見も得ながら早い段階に
中長期経営計画を策定し，計画的，戦略的に売上増加と経費削減による経営安定化を実現するこ
ととしたい。
　また，中長期計画の策定にあたっては，現在市が中心に策定を進めている「経営安定化に関する
方策」とも連動した実効性のあるものとなるよう努める。

所管課

[　評価及び関与のあり方　]
　本来，施設開設当初から続いた順調な売上収入による当期純利益を，後年度に発生するだろう諸
費に充てるため内部留保すべきであったと考えるが，現状では単年度収支赤字が続いている状況
を打破し，収支改善を図ることが喫緊の課題である。これまで，単年度ごとの事業計画や第三者評
価結果に対する措置計画に留まっていたが，抱える課題解決を図るためには全社を挙げた経営計
画が必要であるとの認識が欠如していたことは，市の指導のあり方も含め反省が必要である。
　このため，市関係部局との調整も図りながら，本年度内に経営安定化に関する方策を完成させる
べく法人とともに作成に取り組んできたが，別途法人が策定を進める中長期経営計画では到達目
標やそこに至る筋道や方策を具体的に掲げ，早期に策定完了するよう指導するとともに，策定後も
進捗状況や業績評価を行い経営改善が滞ることがないよう指導を強化したいと考えている。



(3) 経営管理の仕組み

６

合計 15 9

23
財務状況は，年度途中に定期的（必要があれば随時）に経営陣に報告する
仕組みがある。

○

情報公
開

24 法人の財務状況や事業成果を積極的に外部に公表している。 ○

21
経営上重要な意思決定は，理事会（取締役会，株主総会）の決議により
行っており，必要に応じて迅速に開催できる体制が整っている。

○

22 監査の指摘事項に対して，改善策を実施している。 ○

５ 業務執
行体制

19
決裁などの日常業務の意思決定や事務分掌，現金管理等，業務上の必要
な規定が適切に整備されている。

○

20
理事会，取締役会をはじめとした業務執行体制が関係法令等に基づき適
切に整備され，実質的に機能を果たしている。

○

17 人材育成や能力開発を中長期経営計画等に盛り込んでいる。 ○

18
経営陣は，人材育成や能力開発に積極的に関与し，かつ自らも学習し取り
組んでいる。

○

15 職員が研修で得たノウハウを，他の職員も共有している。 ○

16
必要に応じ，専門知識を有する外部の人材を活用（職員として採用，指導
や助言を受ける，など）している。

○

13 研修等により，実際に職員の能力・技術が向上している。 ○

14 職員が法人の活動に関わりのある資格を取得している。 ○

11 中長期経営計画や年次事業計画に顧客のニーズを反映させている。 ○

４ 職員の
人材育
成・能
力開発

12 業務に必要な知識を身につけるための職員研修や派遣を実施している。 ○

9 顧客満足度調査の結果を分析し，顧客のニーズを把握している。 ○

10 顧客のニーズを分析し，その結果を踏まえて改善努力をしている。 ○

３ 顧客満
足度

7 定期的に顧客満足度調査を実施している。 ○

8
顧客満足度調査の結果を分析し，分析結果を経営に適切に反映させる仕
組みとなっている。

○

２ コスト管
理

5 事業別，業務別など，個別の事業内容に関するコスト分析を実施している。 ○

6
コスト分析の結果が，経営計画や事業内容へ反映される仕組みとなってい
る。

○

3 部門ごとの連携が円滑に行われる組織体制になっている。 ○

4 異なる業務間の配置転換，権限委譲等により組織の活性化を図っている。 ○

１ 組織管
理

1 組織構造は経営環境の変化に応じて定期的に見直しされている。 ○

2 組織を機能ごと，または事業ごとに分け，役割を明確にしている。 ○

項目 番号 質問
チェック欄

はい いいえ



・評価コメント

出資法人

[　現状と課題　]
　定期的な取締役会において，月次損益計算書，変動費・固定費に分けた利益管理表により当社
の経営状況の分析を行い，経営上の課題への対応を行っているが，事業別，業務別など個別の事
業内容に関するコスト分析は行っていない。このため例えば利用料金改定や収支改善に向けての
取組に際しては，来場者数の減少による売上の減少が長期の収支悪化の主要因と考えている背景
もあり，来場者数を短期間に増加させたいとの考えが先行した料金設定となりがちであり，コスト管
理の意識を高め計画的な収支改善を行うことが課題と認識している。
　また，一方で実際に維持管理や運営を担当する従業員の人材育成，能力開発の実施は不十分と
認識している。

[　方　策　]
　コスト分析や管理については，今後新規に実施する事業等については，事務事業ごとに収支計画
を作成し，収支見込と事業効果を考慮し実施の可否を判断したい。
　また，既存事業については，水道光熱費のメーター設置が事業部門ごとになっていないこと，人件
費等を各事業部門に振り分けるための業務に要するコストに制約があること等から，事業部門ごと
のコスト管理・分析は難しい状況にあるが，事務局で経費を管理する会議を毎月開催し，月次損益
計算書，利益管理表により，各費用項目の動向を詳細に確認し，翌月以降の経費について事業と
絡めて総合的にコントロールし，経費の削減や効果的な事業の推進を図り，収支の改善につなげら
れるよう努める。
　人材育成，能力開発については，社内研修・ＯＪＴを強化するほか，外部講師の招聘や派遣研修
も取り入れたいと考えている。

所管課

[　評価及び関与のあり方　]
　本年度から法人の代表者及び支配人が替わり人事体制が一新され利用者の要望やニーズを意
識した施設運営や迅速な修繕に力を入れており，この点では評価できる。しかし依然として十分な
職員が確保されておらず営業の拡大強化をはじめ諸改善を実施するうえでの課題である一方，職
員の能力向上を経営改善につなげる取組も十分とはいえない。
　市では，四半期ごとに開催される取締役会に職員が出席し運営及び経営状況の確認や指導に努
めている。また，随時法人職員と運営や経営状況についての情報交換や課題解決に係る会議を実
施してきており，今年度は法人が進めている中長期的な視点での施設運営や維持管理，経営改善
に関する計画作りにも参加，指導している。
　コスト管理・分析については，法人の収支に影響が出る利用料金施策とも関係が深いことから，実
施に当たり十分な条件が整わなくとも，事業改善の参考となる管理・分析の方法を探るよう法人を
指導してまいりたい。

経営管理の仕組みについてについて総括的に評価し，課題が生じている場合，その解決のためにどのような方策を講じ
るかについて記載してください。また，法人に対する所管課としての関与のあり方について記載してください。



(4) 財務状況

・評価コメント

所管課

[　評価及び関与のあり方　]
　赤字決算が続き資金繰りのため手元資金を取り崩している状況であり，純資産の減少が進みこの
ままの状況が継続すれば，債務超過となる恐れがあり，財務は厳しい状況にあると評価せざるを得
ない。
　このような状況の中，一層の経営改善が必要であり，今後は資金繰りを含めた財務面での指導を
行うとともに，売上増が即法人の収入増となる完全利用料金制の特色を意識した営業の工夫と適
切な人事配置等を中心とした指導を強化し，経営状態を上向かせるよう努めてまいりたい。
　また，経費削減には限度があり，施設設備の老朽化により小破修繕の件数が多くなり法人の修繕
費負担が嵩んできた実態もあることから，施設の設置者として施設設備の修繕修理は市が実施す
ることとし，長期的に良好なサービス提供を行える環境づくりに努めたい。
　なお，法人経営及び施設の維持管理の状況から指定管理制度による指定管理料の導入も考慮す
る等適切な処置を講じてまいりたい。

財務状況についてについて総括的に評価し，課題が生じている場合，その解決のためにどのような方策を講じるかにつ
いて記載してください。また，法人に対する所管課としての関与のあり方について記載してください。

出資法人

[　現状と課題　]
　平成１０年の開設初年度を最高に年々収入が減少し，収入減少に合わせ経費節減に取り組んで
きたが，平成１７年度を境に支出が収入を上回ることとなった。この間，増収に向け宿泊料金の見直
しや入浴料金を据え置くなどし入浴者数の増加を図るなど行ってきた。経費削減に向け１０人を超え
る職員の削減，１０年間の定期昇給の停止，役職手当の削減，宿直手当の削減，基本給の１０％
カット，７年間の賞与支給の停止等を実施するも利用者減少には歯止めがかからず，財務状況は悪
化した。
　集客増による収入の増加とバランスのとれた収支をめざすことが課題と認識している。

[　方　策　]
　経費節減に努めてきたが限界に近いことから，農村資源の活用やコスト面に配慮したうえで，広告
による施設紹介や営業活動，イベントの開催，宿泊料金の弾力的な運用，中高生の合宿誘致等客
層別の事業展開による収入増対策を中心に取り組むほか，コアなファンやリピーターを増やす方策
にも取り組む。その他，施設建設当初から経営環境が変化していることを考慮いただき，施設設備
のリニューアルや修繕の計画的実施と財務改善への支援について市の協力を仰ぎたい。

7
累積欠損金があるが，対自己資本比率は50％～100％である。
※この設問は，前の問で「いいえ」と答えた場合のみ回答してください。

○

合計 4 6

１ 財務状
況

1 債務超過になっていない。 ○

2 自己資本が十分に確保されている。 ○

5 累積欠損金がない。 ○

6
累積欠損金があるが，対自己資本比率は50％未満である。
※この設問は，前の問で「いいえ」と答えた場合のみ回答してください。

○

3 借入金に依存しない資金運用を行っている。 ○

4
市からの補助金の交付はない。または市に対する収入依存度は改善の傾
向にある。

○

○

○

○

平成26年度決算において単年度黒字である。

平成27年度決算において単年度黒字である。

平成27年度決算において減価償却前黒字である。

項目番号 番号 質問
チェック欄

はい いいえ



(5) 活動成果

・評価コメント

合計 7 1

出資法人

[　現状と課題　]
　平成10年の開設以来，来場者数は減少傾向にあるが，施設の設置目的である市民の保健，休
養，交流の場としての機能を果たしてきているものと認識している。
　本年度は，役員及び管理職体制の見直しや取締役会等での施設維持管理運営のチエックの強
化，宿泊やクアハウス部門の利用料金の見直し，市の指導支援の強化もあり，前年度と比較し宿泊
及びクアハウス部門の売上が伸び全体としても売上が伸びている。また，来場者の意見や要望に
迅速に対応できるようになってきている。
　しかし，依然として売上が伸びず成果が上がっていない部門もあるほか，退職した従業員を十分
に補充できておらず，安定した施設維持管理を支える従業員体制を構築するために効率的な業務
体制の確立，適正な給与体系の確立，従業員の意識改革等が課題となっている。

[　方　策　]
　部門ごとに売上目標を明確にしたうえで，集客効果，宣伝効果，収支見通し，法人及び施設の設
立目的を総合的に考慮し，新規イベントの開催や料金の見直し，積極的な営業活動やサービス向
上に向けた対策等を講じ売上の増加に努める。
　また，施設や事業の情報発信を積極的に行い新たな顧客確保に努めたい。
　なお，従業員体制の整備については，効率的な業務の執行体制の確立，適正な給与体系の確立
により必要な従業員の確保を図るとともに，個人面談やOJT，研修会等により意識改革及び業務ス
キルの向上に努める。

所管課

[　評価及び関与のあり方　]
　経営環境が厳しい中，経営努力していることは認められるが，一層の収入増加，収支改善が必要
である。部門別では，クアハウス料金や宿泊部門の料金見直し等による改善の動きはあるが，今後
部門ごとの収支分析や活動の見直しをさらに徹底して行い，経営改善につながるよう法人の経営努
力を促す。
　また，事業等についてホームページ等の媒体により積極的に公開するよう指導するほか，人員体
制の整備について財務の状況を確認しながら改善を指導する。

活動成果について総括的に評価し，課題が生じている場合，その解決のためにどのような方策を講じるかについて記載
してください。また，法人に対する所管課としての関与のあり方について記載してください。

7
法人の活動成果について，外部委員等による定期的な点検・評価が行わ
れている。

○

8 活動成果をホームページ等の媒体を使って住民に公開している。 ○

２ 活動成
果の評
価と公
表

5
主要な成果指標について良好な水準を保っている，または改善の傾向にあ
る。

○

6 成果指標の達成度について定期的に検証が行われている。 ○

4
指標や目標は，類似の事業を行う他の団体（他の地方自治体の出資等法
人など類似団体，民間企業，非営利団体等）の動向を踏まえて設定したも
のである。

○

１ 成果指
標

1 各業務について，成果指標が数値で具体的に設定されている。 ○

2 法人の設立目的と連動した指標となっている。 ○

項目 番号 質問
チェック欄

はい いいえ

3 事業ごとに数値目標を設定している。 ○



(6) 経営内容に関するその他の特記事項

出資法人

　利用料金制により健全経営に向けて営業を行ってきたが，利用者の減少による売上の減少に伴い収支が悪
化し，資金繰りのため一部手元資金を取り崩して経営を続けている状況である。
　今年度から，役員や管理職体制の見直しを行いこれまでの経営状況を反省し，昨年度来準備してきた入浴料
の値上げをはじめ，インターネット予約の導入，宿泊料金の見直し，イベントの開催，合宿誘致，昼食付き入浴
券の販売など売上増加及び健全経営に向けて多種多様な対応を実施してきており，一部にはその成果も実績
となって表れてきている。
　しかし，経費面においては，退職者の補充が思うようにできなかったことに伴う既存従業員の時間外手当の増
加，昇格に伴う昇給による給与の増加，メンテナンスに係る施設管理費などが増加してきており，経営上の必要
経費ではあるが，経費の伸び率を売上の伸び率以内に抑える等，収支改善の視点を大切にし，今後とも一層の
経営改善に努める。



３ 市による総合評価

　法人は，盛岡市総合交流ターミナルの運営を行うため旧玉山村が中心となり設立されてお
り，法人の経営は，当該施設の維持管理運営を完全利用料金制により行うことにより成り立っ
ている。従って，法人の経営は，当該施設の運営状況によるところが大きいが，現状は赤字決
算が続く中，このままでは債務超過の恐れもあり経営の抜本的な改善が必要と評価される。
　また，施設運営については，クアハウスをはじめとして多くの利用者があり市民から根強い
支持があるものの，施設のマンネリ化や運営環境の変化，人員補充の不足もあり，来場者数の
漸減傾向と赤字収支が継続しており，改善に向けて，主に「営業の強化による利用者の確
保」，「サービス向上と適正人員の確保」，「施設老朽化に伴う維持管理経費の増高対策」，
「施設リニューアル」の４つの面からの取組が必要と考えている。
　市としては，これまでに法人の経営及び施設運営に対する指導を継続してきたところであ
り，平成28年度は，特に施設設備の老朽化に伴う故障等の増加による法人の経費負担を軽減す
るため，修繕に要する経費については市費支出を基本として対応してきたところであり，平成
29年度も継続するものである。
　また，法人が行う中長期の経営改善計画の策定に際しては，法人経営及び施設運営悪化要因
の分析，利用者のニーズを的確に捉えたサービスの提供，効率的な組織管理及びコスト管理
等，総合的な経営管理の仕組みの再構築という観点から法人を指導してきたところである。本
計画が，法人による自立的で安定的な経営の構築に有効な計画となり，実効性のあるものとな
るよう引き続き指導してまいりたい。
　また，平成29年度においては，運営環境が施設設置当初から相当に変化し，法人経営の困難
度合いが高まっていることを考慮し，完全利用料金制で行われている施設維持管理運営につい
て，指定管理料の導入を実施するとともに，「盛岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略を推進
する観点から，国の地方創生拠点整備交付金を活用して盛岡市総合交流ターミナルの再整備を
行い，誘客促進や都市部等との交流・観光拠点，地域農業の６次産業化拠点施設としての機能
を拡充し交流人口の拡大を図るものである。
　なお，「盛岡市公共施設保有最適化・長寿命化長期計画」で総合交流ターミナルについて
は，「民間譲渡を検討」とされたところであり，施設の持つ機能を最大限に活かしつつ，総力
を結集して収支均衡と経営安定化が図られなければ，施設や法人が存亡の危機に置かれている
ことを強く認識するとともに，法人へは指定管理料導入以降も引き続き，法人自らの収支改善
が基本であることを徹底して指導してまいりたい。


